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1．はじめに






































































まず、図 4の上部に 15 回の学修過程を作成した。その後、作成した学修過程をもとに学修内容（注 1）
と学修活動（注 2）を作成した。本学のスキー実習は 1～ 3 回目を大学内での事前講義、4～ 15 回目を実
習地での実践学習および実技テストとして開設している。

































































点とした（経験者：実技得点 45 点× 0.9 ＝ 40.5、5 つの項目達成で加点 5点、40.5 ＋ 5 ＝ 45.5、小数点












































7 ）Kruger J，Dunning D.（1999）Unskilled and unaware of it: how diffi  culties in recognizing one’s 
own incompetence lead to infl ated self-assessments．J Pers Soc Psychol，77（6），1121-1134.
（注 1） 学修内容：本研究における「学修内容」は，指導と評価の一体化の観点に基づき，評価規準に
示したものとした。
（注 2） 学修活動：本研究における「学修活動」は「学修内容」に示した項目を達成するために授業内
で行う活動とした。
（注 3） 学習内容：本研究の実習ノートではその日に学習した内容を記載させるため，「学修内容」では
なく，「学習内容」という語で示した。
